
平成30年度 

「ふれあい地域懇談会」報告書 

 

＜ 玉 縄 地 域 ＞ 

 

日      時 平成30年７月17日（火） 午後３時～５時 

場      所 玉縄学習センター  第４集会室 

出  席  者 自治・町内会代表 24団体：24名 

地域団体代表   7団体： 7名  計31名 

鎌倉市            8名 

内      容  

第 １ 部 市長からの報告........................................P.1 

「持続可能な都市『鎌倉』を目指して」 

第 ２ 部 地域の懸案事項に関する報告...........................P.21 

① 山崎跨線橋北交差点の交通整備について 

② ごみ焼却施設建設問題について 

③ ごみ屋敷対策条例について 

④ マイナンバーカードについて 

 

第 ３ 部 

 

 

 

 

付  録 

本年度の地域の議題に関する懇談.......................P.25 

① 市の公園ベンチを防災用に変える 

② 大船観音前切通しの石垣補修について 

③ 岡本二丁目マンション跡地再開発計画 

④ 玉縄地域内３小学校の統廃合計画 

⑤ 道路狭隘のため、ガードレールの支柱の付け替えの要望 

 

当日配布資料.........................................P.39 

 

 

 



  



出席者名簿  （敬称略） 

 

【自治会・町内会等】 

 団      体      名 氏    名 備    考 

1 台新町自治会 重田 秀明 会長 

2 戸部本町町内会 小泉 豊 会長 

3 新富町町内会 髙田 隆 会長 

4 坂本町町内会 中山 強 会長 

5 山王町内会 水上 浩志 会長 

6 玉川町町内会 近藤 順子  

 7 岡本町内会 杉山 伸幸 会長 

8 コスモ鎌倉玉縄自治会 川口 宏 会長 

9 ＤＩＫマンション自治会 角田 時子 会長 

10 鎌倉ロジュマン自治会 石井 英明 会長（司会） 

11 植木町内会 山崎 一二 会長 

12 オーベル鎌倉植木管理組合 永島 道夫 会長 

13 鎌倉岡本ガーデンホームズ自治会 鈴木 康夫 会長 

14 四季の杜自治会 田名部 洋 会長 

15 ラシェール鎌倉岡本ハイライズ自治会 増村 正  

16 レックスガーデン鎌倉岡本自治会 遠藤 泰子 会長 

 17 鎌倉グランマークス自治会 白井 克実 会長 

18 新植木町内会 齋藤 絹代  

19 関谷城廻町内会 正木 重郎 会長 

 20 城廻自治会 渡辺 寿三 会長 

21 星和城廻自治会 本庄 史朗 会長 

22 城廻清水小路自治会 石井 辰男  

23 新風台自治会 圓谷 光 会長 

24 ガーデンハイツ鎌倉玉縄自治会 三好 和人 会長 

 

【その他の団体等】 

 団      体      名 氏    名 備    考 

1 鎌倉市社会福祉協議会 井上 達夫  

2 玉縄女性の会 山森 美紀  

3 玉縄地区社会福祉協議会 小川 サヨ子  

4 第九地区民生委員児童委員協議会 平井 潤子  

5 みらいふる鎌倉玉縄地区 鈴木 義雄  

6 鎌倉市青少年指導員連絡協議会玉縄地区 平野 守久  

7 神奈川県立大船フラワーセンター 榎本 浩  

 

【鎌倉市】 

 役              職 氏    名 備    考 

1 鎌倉市長 松尾 崇  

2 共創計画部長 比留間 彰  

3 行政経営部長 齋藤 和徳  

4 防災安全部長 柿﨑 雅之  

5 こどもみらい部長 進藤 勝  



6 都市整備部次長 関 淳一  

7 教育部長 佐々木 聡  

8 玉縄支所長 今井 伸行  
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第１部 市長からの報告 

 【全地域共通】  
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第１部 市長からの説明に対する意見・質疑 

 

＜ラシェール鎌倉岡本ハイライズ自治会・増村会長＞ 

市役所の移転費用の見積りはいくらか。 

 

＜松尾市長＞ 

移転整備全体で 180 億円である。 

 

＜ラシェール鎌倉岡本ハイライズ自治会・増村会長＞ 

資料内のグラフ（注：第１部資料 P.７）は移転費用を含めたものか。 

 

＜松尾市長＞ 

そうです。 

 

＜ラシェール鎌倉岡本ハイライズ自治会・増村会長＞ 

現在の市役所の維持費用の見積りはいくらか。 

 

＜松尾市長＞ 

年間の維持コストはここでは計算していないが、建物設備が老朽化し、維持管理費用が高いので、新

しくした方が維持管理コストは低いと考えている。 

 

＜ラシェール鎌倉岡本ハイライズ自治会・増村会長＞ 

現在の市役所が移転した後の跡地の収支はどうなっているのか。 

 

＜松尾市長＞ 

鎌倉市役所跡地に造るものがまだ決定していないのでこれからの議題になる。 

 

＜ガーデンハイツ鎌倉玉縄自治会・三好会長＞ 

深沢の JR 跡地は柏尾川の洪水浸水想定区域に入っている。そこに市庁舎を建てるのはリスクがあるの

ではないか。 

 

＜松尾市長＞ 

ご指摘のとおり予定地は一番浸水の浅い辺りではあるが浸水想定地域に入っており、かさ上げなど対

策を考えている。候補地を絞り込む過程で、神奈川県が柏尾川の洪水浸水想定区域図を公表したが、対

策を行うことで解決できると考えている。 

 

＜ガーデンハイツ鎌倉玉縄自治会・三好会長＞ 

洪水浸水想定区域に防災拠点・災害対策本部を置くことのリスクを考えて対策を取ってほしい。 
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＜松尾市長＞ 

鎌倉には、100％被災の可能性がない所はないので、しっかり対策を講じ、対処していきたい。 

 

＜岡本町内会・杉山会長＞ 

人口減少のため財政が厳しいとの話があったが、収入が減る中でどの部分のコストを削減するのか。 

どのような優先順位で予算を組むのかが不明である。優先順位はどうなっているのか。 

 

＜松尾市長＞ 

第一に災害対策、第二に市民の安心安全に関わるインフラの維持管理である。第三のロードプライシ

ングは、新たな税収を生む取り組みとして進めていく。 

深沢を第３の拠点として新たなまちづくりを進め、半分の地権者である JR とともに企業誘致など、新

たな税収増を考えたい。新しいまちづくりによる優先順位に入ってこない部分については、地域の皆さ

んとともに行財政改革の視点から、地域でできることは地域でという体制作りを考えたい。  

 

＜玉縄地区社会福祉協議会・小川氏＞ 

地域包括ケアシステムが稼動するのはいつからか。 

 

＜松尾市長＞ 

2020 年を目途にしているが、なかなか進んでいない。現在は過渡期で、まだ時期の見極めができない。 
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第２部 地域の懸案事項に関する報告 

【玉縄地域】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山崎跨線橋北交差点の交通整備について 

 ごみ焼却施設建設問題について 

 ごみ屋敷対策条例について 

 マイナンバーカードについて 
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第２部 「地域の懸案事項に関する報告」に対する意見・質疑 

 

山崎跨線橋北交差点の交通整備について 

 

＜鎌倉ロジュマン自治会・石井会長＞ 

昨年３月に大船警察署交通課長補佐と話をした時、県警本部と話をして秋までに時差式信号の設

置ができるように進めていると聞いていたが、まだ設置されていない。早急に設置を求める。 

 

＜松尾市長＞ 

そのような情報も併せて警察に伝え、より強力にお願いをしていく。  
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第３部 

 本年度の地域の議題に関する懇談 
 

玉縄－Ｈ30－１ 市の公園ベンチを防災用に変える 

玉縄－Ｈ30－２ 大船観音前切通しの石垣補修について 

玉縄－Ｈ30－３ 岡本マンション跡地再開発計画 

玉縄－Ｈ30－４ 玉縄地域内３小学校の統廃合計画 

玉縄－Ｈ30－５ 道路狭隘のため、ガードレールの支柱の付け替えの要望 
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平成 30 年度ふれあい地域懇談会（第３部）  回答票 

 

番 号 玉縄－Ｈ30－１ 

テ ー マ 市の公園ベンチを防災用に変える 

内 容 詳 細 

東日本大震災以降、防災に関心が高まっている。ここ関東もいつ大

きな地震が来るかもわからない。そのような中、市内の公園のベン

チをもしものときに、かまど・トイレになる「防災ベンチ」への取

り替えを検討いただきたい。 

グランマークスの隣の提供公園のベンチは初めから防災ベンチで、

防災訓練等で実際に使われているのを見て、その有効性を感じた。 

担 当 部 課 都市整備部 公園課 

 

議題に対する回答等 

 

防災機能を有するベンチへの交換については、平成 30 年度に策定する公園施設

長寿命化計画を策定する中で、街区公園等に防災機能を整備する場合の方針も検

討し、ベンチ等の更新を行う際に、公園の利用実態や地域のご要望を考慮した上

で、対応をしたいと考えております。 

 

添付資料  
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＜鎌倉ロジュマン自治会・石井会長＞ 

提供公園等 200 箇所のベンチについては、防災ベンチに交換してほしい。 

 

＜松尾市長＞ 

災害時にはトイレが深刻な問題になるので、中学校の敷地内に災害用のトイレに使えるような穴

を順次整備するということはしている。 

アイデアベースではあるが、使われていない公園を廃止し、その分使用頻度の高い公園に費用を

投入することも考えている。どの公園を廃止にするかなどは、行政主導ではなく地域主導で合意形

成をしていただきたいと考えている。 

 

＜鎌倉ロジュマン自治会・石井会長＞ 

一律ではなく個々の対応が必要かと思うので、ご意見ご提案をいただきたい。 

 

＜レックスガーデン鎌倉岡本自治会・遠藤会長＞ 

中学校にトイレをとのことでしたが、学校が遠い地域もあり、徒歩で行くのが困難な方などのた

めに、地域の公園に設置を考えてほしい。地域主導で公園のベンチ等の変更を行う場合、市からの

許可が必要なのだから、補助等を考えてもらえるか。 

 

＜防災安全部・柿﨑部長＞  

トイレについては、家は壊れていなくても下水道が使えず流せないなども起こりうるので、家庭

に携帯用トイレを備えていただくなど、自助の観点からの取り組みもお願いしたい。また、自主防

災組織ごとに携帯用トイレを購入する際、市が半分補助する自主防災活動育成費補助金制度がある。

公園のベンチをかまどベンチとして利用することについては、公園課に許認可の確認が必要だが、

許可を得て防災用倉庫を公園に設置している自治会もある。自主防災活動育成費補助金が使える。

かまどベンチに使えるか、確認したい。 

 

＜都市整備部・関次長＞ 

平成 30 年度に公園設備の長寿命化計画のための調査を実施している。かまどベンチ一台につき 10

万円プラス工事費で 15万円となり、通常ベンチだと５万円、経費は約３倍になる。設置の効果も考

えて 1000 平方メートルを超える公園 17箇所で進めたい。 
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平成 30 年度ふれあい地域懇談会（第３部）  回答票 

 

番 号 玉縄－Ｈ30－２ 

テ ー マ 大船観音前切通しの石垣補修について 

内 容 詳 細 

大船観音前の切通し（市道 053-000 号線）の石垣は以前から大変痛

んでいるが、長い間全く補修がされていない。かつての大船観音前

マンション問題の関係で、平成 24 年頃、擁壁点検が行われ、        

その結果「痛んではいるが、すぐに崩れるような緊急の事態ではな

い。近い将来には補修を計画する」との趣旨の説明があったと聞い

ている。石垣一面に草や木が生い茂っており、大雨のときは石の隙

間から雨水が噴き出し、通行に支障が生じている。バスターミナル

からすぐのメインストリートにも拘らず、誰が見ても安全な状態と

は思えないので早急に安全な補修工事を計画していただきたい。 

担 当 部 課 都市整備部 道路課 

 

議題に対する回答等 

 

当該擁壁については、平成 24 年度に実施した岡本二丁目道路設計等業務委託に

係る擁壁調査の健全度評価により、背面土質が自立性の高い泥岩を切土造成して構

築されていることから、安定性が確保できていると判定されており、当面の危険性

はないと判断しています。 

 

しかし、調査の際、雨水の浸透から生じたと考えられる空洞が確認されたことか

ら、目地補修や空洞の充填を考えておりますが、まずは、通行の支障となる擁壁面

の雑草を除去し、その後対応してまいります。 

添付資料  
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＜鎌倉ロジュマン自治会・石井会長＞ 

擁壁は民有地か。 

 

＜都市整備部・関次長＞  

今回議題となっている擁壁は市有地である。 

 

＜鎌倉ロジュマン自治会・石井会長＞ 

その場所の擁壁は、調査から 10 年くらい経っていると思うがいかがか。 

 

＜都市整備部・関次長＞  

平成 24 年度に階段を設置した際に、調査を実施し併せて擁壁の様子を確認した。擁壁の裏の崖自

体は自立している。擁壁自体に少しすき間があるので、空洞を埋めることで擁壁の寿命を延ばして

いきたい。来年度以降着手していきたいと考えている。 

 

＜岡本町内会・杉山会長＞ 

栄光学園の通学路であり、かなり水が出ているので、早めに補修工事をお願いしたい。 

 

＜レックスガーデン鎌倉岡本自治会・遠藤会長＞ 

通学路等で、地震等による倒壊の危険がある箇所はあったのか。 

 

＜教育部・佐々木部長＞ 

学校敷地内に、４校６箇所 1.2ｍ以上のブロック塀があるところは、既にフェンスに換えるなど緊

急対応を行った。通学路のうち私道については、建築指導課が主体となり、危険箇所のご家庭にリ

ーフレットを配布し、50％を補助する制度があることを案内しながら、危険ブロック塀等の除却を

お願いしている。 

 

＜松尾市長＞ 

補助金を活用して、危険箇所の解消をお願いしたい。 
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平成 30 年度ふれあい地域懇談会（第３部）  回答票 

 

番 号 玉縄－Ｈ30－３ 

テ ー マ 岡本２丁目マンション跡地再開発計画 

内 容 詳 細 

境界問題が発生して２年強が経過した。当初のマンション建設計画

の中止から数えると１５年以上が経過してお 

 り、解決と計画実施の目途はどうなっているか 

担 当 部 課 
都市整備部 道水路管理課 

こどもみらい部 こども支援課 

 

議題に対する回答等 

 

境界問題については、都市整備部において筆界特定申請手続きを平成 30 年 ３

月 16 日に横浜地方法務局に行い、同年５月９日に法務局と現地立会いを行いまし

た。 

 

今後は、法務局による判断が平成 31 年３月頃までには示される見込みです。 

 

判断を踏まえ隣接地権者との境界が確定した後は、子ども・子育て支援機能、市

民活動支援機能及び交流機能を持った複合施設を整備する計画を進めてまいりま

す。 

添付資料  
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＜鎌倉ロジュマン自治会・石井会長＞ 

順調に進んでいればこの春から工事が始まっていた計画がストップしている。長い時間の経過も

あり、計画の見直しも必要ではないか。可及的速やかにお願いしたい。 
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平成 30 年度ふれあい地域懇談会（第３部）  回答票 

 

番 号 玉縄－Ｈ30－４ 

テ ー マ 玉縄地域内３小学校の統廃合計画 

内 容 詳 細 

地域内の児童増に伴って、昭和 59 年に植木小学校が鎌倉市最後の

小学校として開校してから、早や 34 年が経過した。 

植木小学校の開校も、昭和 51 年～52 年の鎌倉ロジュマン完成に伴

うロジュマンのみで 250 名の小学生増のため、玉縄小学校校庭がプ

レハブ校舎により手狭になってから７年後と鎌倉市の対応は後手に

回った。 

逆に現在は少子化で、植木小の今年の新入生は僅か 33 名（１クラ

ス）だが、市はどのような児童減のシミュレーションをして、どの

ような統廃合計画を描いているのか。今後の玉縄のまちづくりにも

大きく影響する課題と懸念している。 

担 当 部 課 教育部 教育総務課 

 

議題に対する回答等 

 

教育委員会としては、高度成長期に建設された多くの学校施設の改修等を進めて

いくことが課題であり、特に、老朽化が同時に進む学校施設の複数整備を図ってい

くことは難しい状況であると認識しています。 

 

このため、平成 29 年度、30 年度の２箇年を掛け、老朽化が進む学校施設が、今

後どの程度の期間使用可能か、建替えるのか、長寿命化対策を図るのか等の判断に

資するための学校施設老朽化状況調査を実施しています。 

 

今後減少する児童・生徒数の将来推計を見据えた学校の適正規模・配置のあり方

（統廃合）や老朽度の把握などとともに、学校施設整備計画の見直し作業の中で取

り組んでいきます。 

添付資料  
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＜鎌倉ロジュマン自治会・石井会長＞ 

児童減が進む中、小中学校の統廃合についてどう考えているのか。 

 

＜松尾市長＞ 

鎌倉市が保有する公共施設の床面積の半分は小・中学校である。公共施設の再編を考える際、小・

中学校の統廃合は避けられない課題と考えている。今年度、教育委員会で学校施設の整備計画見直

し作業を行う中で、統廃合について検討している。 

 

＜教育部・佐々木部長＞ 

現在の小学校 16校、中学校９校について、適正規模、適正配置を検討している。同時に、長寿命

化が可能な建物はどこかなどの調査をしている。 

  

＜ガーデンハイツ鎌倉玉縄・三好会長＞ 

関谷小ブロックの防災協議会に参加している。鎌倉市は小学校がミニ防災拠点になっていて、何

かあると小学校の体育館が避難所になる。統廃合で小学校がなくなると避難場所がなくなることに

もなる。 

消防署勤務時代に、東日本大震災後２つの廃校となった小学校に福島の被災者を受け入れた経験

があるので、学校を廃校にした後の建物の維持管理など、計画の中に反映していただきたい。 

 

＜防災安全部・柿﨑部長＞ 

小・中学校はミニ防災拠点になっていて、避難時の食糧・用具が備蓄されている。小中学校が廃校

になると、地域の避難所がなくなるので、どこを避難所に設定するかなど、地域防災計画の再編が

必要になるので、それにあわせ避難所の確保を図りたい。 

 

＜植木町内会・山崎会長＞ 

なくなる予定の学校には冷房がつかないなどと聞いている。統廃合でなくなる小学校にデメリッ

トがないようにしてほしい。 

 

＜松尾市長＞ 

冷房設置、トイレの改修は一斉に行う。生徒数が少ないから後回しにするなどということはしな

い。より良い環境にするために、統廃合しなくてはならないという事実は受け止めていただきたい。

行政主導に見えるのはやむを得ないないが、住民の皆さんも一緒に考えていただきたい。 
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平成 30 年度ふれあい地域懇談会（第３部）  回答票 

 

番 号 玉縄－Ｈ30－５ 

テ ー マ 道路狭隘のため、ガードレールの支柱の付け替えの要望 

内 容 詳 細 

当該道路（関谷 514 番地先及び関谷 528 番地）県立擁護学校南側

は玉縄方面から戸塚区田谷方面への抜け道であり、比較的車両の

通行が多い道路である。反面、道路狭隘のため、すれ違いが大変

困難でもある。そのため、運転者同士のトラブルも多く、また進

入した車が途中からバックを余儀なくされ、気の毒な情景を多く

見かける。 

現状のガードレールの支柱を別添図のごとく傾斜を強くしたら、

お互い楽に行き交うことができると考えるので、是非ご検討をお

願いしたい。 

担 当 部 課 都市整備部 道路課 

 

議題に対する回答等 

 

当該地に設置されているガードレールの支柱は、関谷川の護岸上にあることか

ら、ガードレールの支柱を付け替えても有効幅員は広がらないと考えています。 

 

車道を広げるには、小学校側の歩道を狭くする必要があり、児童の安全性や通

行スペースの確保を考えると、難しいと考えています。 

添付資料 ガードレール参考資料 
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＜玉縄自治町内会・正木会長＞ 

関谷川の道路の交差が難しい。40cm 川側にガードレールをずらすと、すれ違いがスムーズになる。

市からの回答はＮＧとなっているが、小学校側の歩道を狭くすることは私も考えていない。また、

全面的な付け替えではなく、一部だけでも検討してほしい。  

 

＜都市整備部・関次長＞ 

実際に現地に行って確認したところ、有効幅員はすれ違えるくらいあるのだが、曲がりくねって

いるため、危険を感じるようだ。警察や住民の方と相談しながら、通りやすくなるよう検討してい

きたい。 
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【その他のテーマについて】 

 

＜四季の杜自治会・田名部会長＞ 

危険箇所マップで、四季の杜が洪水浸水想定区域に入っている。柏尾川の蛇行部分で水が溢れて

しまうように見える。蛇行の改善等は市で対策を考えているか。 

 

＜都市整備部・関次長＞ 

柏尾川は、神奈川県の管理であり、神奈川県に確認したい。 

 

＜松尾市長＞ 

県が蛇行改良を考えているということは聞いていないが、川の上流からの量を調整する、川を深

くする、などの対策を行っている。 

 

 

＜ガーデンハイツ鎌倉玉縄自治会・三好会長＞ 

市のホームページで、鎌倉市の地域防災計画を閲覧できるようにしてほしい。 

 

＜関谷城廻町内会・正木会長＞ 

豪雨の際、柏尾川近辺で、何が起こるか、市では調査しているのか。 

 

＜防災安全部・柿﨑部長＞ 

市の地域防災計画はホームページにあるので、その場所は後でお教えする。 

洪水と内水のハザードマップについてもホームページにあるが、最新の浸水区域などは神奈川県

のホームページに載っている。その中で柏尾川については、24 時間以内に約 630mm という、概ね 1000

年に一度の確率の降雨における溢水、浸水区域が示されている。 

 

＜鎌倉ロジュマン自治会・石井会長＞ 

４年前はあと 30cm で溢水であった。ゲリラ豪雨は頻発、また、柏尾川支流が溢れるケースもある。 

≪後日対応 都市整備部下水道河川課≫ 

県に確認したところ、柏尾川の整備については、県が平成３年度に策定（平成９年度改定）し

た「都市河川重点整備計画（かながわセイフティリバー50）」に基づき、時間雨量 50mm の降雨

に対応した整備が完了しているが、近年、ゲリラ豪雨が頻発していることなどから、平成 22 年

３月に上記計画を改定した。 

この計画で、柏尾川については、整備目標降雨を一段高め、今後 30 年間で、概ね時間雨量 60mm

の降雨に対応できるよう整備を進めることとしており、神奈川県横浜川崎治水事務所管内にお

いて、洪水調節施設等を検討しているとのことであった。 
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＜防災安全部・柿﨑部長＞ 

西日本豪雨を踏まえて、災害弱者を助けるために要支援者名簿をお渡ししている。７割の自治町

内会に受け取っていただいている。共助に役立ててほしい。防災無線が聞こえない際の補完として、

市の防災安全メールの登録を勧めているところである。 

 

＜鎌倉ロジュマン自治会・石井会長＞ 

要支援者名簿は必要な情報の記載がないため、役に立たない。市には再考願いたい。 
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付        録 

 

当日配布資料 
 

 

 

１ 地区別危険箇所マップ 

２ 鎌倉市市政e-モニター登録のご案内 

  ３ 鎌倉市ふるさと寄附金 

  

 

 

 

 

 

 

 

 


